
「地域で男女共同参画を！～拡げようネットワーク」実行委員会（略称：参画ネット）50音順

女性会議福岡、アクティブ･ペアレンティングジャパン、NPO法人アジア女性センター、ＬＧＢＴの家族と友人をつなぐ

会in福岡、親と子のひろば はらっぱＳＵＮ、NPO法人ジェンダー平等福岡市民の会、自律・自立支援倶楽部（J’s）、NPO

法人しんぐるまざあず・ふぉーらむ・福岡、ゼミナールＦＵＫＵＯＫＡ２１ジェンダー研究会、一般社団法人大学女性協

会福岡支部、日本語クラス高宮、NPO法人博多ウィメンズカウンセリング、ＢＰＷ福岡クラブ「福岡虹の会」、福岡市女性

翼の会、福岡市男女共同参画推進サポータークラブ、福岡市七区男女共同参画協議会、NPO法人福岡ジェンダー研究所、福

岡女性学研究会、北京ＪＡＣふくおか、離婚と相続のＡＤＲセンター、ワーキング・ウィメンズ・ヴォイス

男女共同参画で地域力UP！ ジェンダー平等を実現しよう！

13歳の時広島で被爆し、その後の人生の大半をカナダで暮らし核兵器撲滅のための活動

を続けるサーロー節子さんを追ったドキュメンタリー映画。1965年からソーシャルワー

カーとして働きながら世界各地で英語での被ばく証言活動を続け、ICAN（核兵器廃絶国際

キャンペーン）を代表して国連などで被爆者としての体験を語る活動を続けている。

サーローさんは、原爆投下の朝、広島で何を見たのか、その後の人生はどう変わっていっ

たのか。広島出身で被爆二世である竹内道さんの目を通して紐解かれる。本作品のプロ

デューサーでありナレーターを務める竹内道さんは、ニューヨーク在住。二人は偶然にも広

島女学院の卒業生同士。監督は、優れたテレビ番組に送られる

エミー賞や全米監督協会賞を受賞しているスーザン・ストリッ

クラー。クライマックスは2017年12月、ICANが受賞したノ

ーベル平和賞の授賞式でのサーロー節子さんのスピーチの場面。

2022年4月、プロデューサー竹内道『ヒロシマへの誓い

サーロー節子と共に』は、日本映画復興会議より日本映画平和

賞を受賞した。
2019年アメリカ映画/82分 配給：３DAP Japan LLC,「ヒロシマへの誓い配給委員会 ©2019 Not Just a Survivor Film. LLC

申込方法

■ QRコード・FAX・Eメールで申し込み
ください。（申込みは先着順）

■ 申し込みの際は、
①映画「ヒロシマへの誓いサーロー節子

とともに」
②氏名
③連絡先
④託児ありの場合は,子どもの名前と年齢

を明記。（託児締切10/31)

■ 申込・問合先：「参画ネット」事務局
TEL/FAX：092-641-8255(丹生）
E-mail：h.nyu@festa.ocn.ne.jp

会場案内

福岡市男女共同参画推進センター
アミカス・4階 ホール

福岡市南区高宮3-3-1 TEL: 092-526-3755
西鉄天神大牟田線「高宮駅」西口すぐ
西鉄バス５０，５１，５２番「西鉄高宮駅」すぐ

申込みフォーム
QRコード

tel:092-526-3755

